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1. 被 服材料の粘弾性は被服の審美性，実用性，着心

地などの面から重要である。

被服着用の際 の環境条件 の湿度変化はも とより，人体

からの発汁による湿度変化は被服を実用す る場合 に必ず

伴 う。し たがって，湿度変化 による被服材料の力 学的性万

能の変化 特性は被服実用上大切な問題であ る。

本報では，被服材料 の粘弾性が湿度変化によって どのj

ように変化ナるかを検討ナる ため，平織物 の一軸 単純引

っ張りによる応力緩和測定に より, 織物の応力緩和にお

よぼすヽ湿度変化 の影響 を明らかにし ようとする。

2. 親水性，疎水性繊維 より綿 とポリエ ステル繊維を

選び，各々の, 30'S の製織前の糸試料 とこれら の糸から･

なる織物 を試料 とし た。

温度30 °Cで湿度を35,   50,  75,  100％R.H. とし た。

これらの湿度の各段階において，伸長率を初期変形領域

か ら極限変形付 近まで変化 させて，一軸引 っ張 り変形を

与 えて応力緩 和を測定し た。

3.　織物の応力緩和挙動にお よぼナ湿度変 化 の 影 響

は，親水性の綿 織物 の場合大き くあ らわ れ，湿度増加に

より緩和しやす くなる傾向 を示ナ。一方，疎水性 のポリ

エ ステル繊維織物では，顕著 な湿度変化 の影響 はみられ，

ず，疎水性繊維織物の場合，第１報で述 べた液相 水分 が

応力緩 和挙動 におよぼ す影響 と気 相水分 の場合 とでは｡

そ の傾向 を異 にし てい る。


